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   The report deals with clinical and statistical observations on183 cases of prostatectomy 
performed in our clinic during the past ten years (1954-1963). The post-operative prognosis 
was also studied on 141 cases.
1緒 言
前 立腺肥大症 は,現 今 泌尿器科領域 に於 け る




Morty(1905)らに ょつて,本 症は尿道周 囲腺
から発生 する事 が明 らか に された.
前立腺肥大症 の治 療 には,女 性 ホル モソ 療
法,持 続導尿法,放 射線 療法,T.U.R.,観血
的手術療 法等幾 多 の方 法が試み られ ている.臨
床上広 く行なわれ てい る女 性ホル モン療法,放
射線療法 は症状 を軽快 に もた らしてい るが,肥
大せ る前立腺 自体 を縮小 させ てい るかは疑問 で
ある.我 々の教室 では,現 在 の所前立腺 肥大 の
根治は専 ら手術療法 か,又 はT.U.R.に よつ
て達せ られて いる.我 々は1954年1月より1963
年12月迄10年間本教室 に於 いて前立腺別除術 を



























































































































































































手 術 例 の 初 発症 状 は第6表 の如 く各 年 度 と も,排 尿
困難 が 多 く,頻 尿,排 尿 痛,尿 閉 の順 にな つ て い る.
菅 野(1958)に よれ ぽ,排 尿 困難35.9%,頻 尿20.3
%,尿 閉17.2%,太藤(1951)によれ ば,頻 度48.5%,
排 尿痛35.1%,尿閉25.9%,三浦 は,頻 尿36.4%,排
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こ 〉 避 謳 栃 噛 位 励 触 一 一 合計 %
血 尿1111213313 8.6
排 尿 困 難333を15410131258 38.4
尿 閉1613103630 19.9
尿 失 禁 正124 2.6
尿 し ぶ り112 1.3
頻 尿112129420 13.2
残 尿 感11136 4.0
下腹部圧迫感1113 2.0
排 尿 痛333312 7.2










腫 大 な し
空 豆 大





























































































えるに当 り,その予後を知る為に欠 くべからざる項 目
の一つである.我々はIndigocarmine,PSP及び





野,加 藤等は67%,後藤,花 本,西 尾等は64.5%と報










































































































生 活 状 態
第11表に示 す 通 り酸 性 では0.3～0,5最多 で,ア ル カ リ
性 で は3.0～4.0最多 を 示 した.
第11表
酸 性 フ ォス










































































































































尿 の出 良 い も の2586'7994
が 悪 い も の41456
す る も の51667
尿 中断









も れ る も の















＼ 〉 く墾 鵬 後易lj除術 恥骨上鵬 術
以上手術により大多数の患者は予後が良好で,内宮
等も手術不施行例で補助的な治療のみを施行したもの
灘 途難 轡 ではあらゆる点で予後カミ良好であ
V結 語
我 々は昭和29年1月 より昭和38年12月に至 る
10年間に施行 した前立腺捌 除術183例 にっいて
臨床 的,統 計的観察を加 え,そ の内141例にっ
いて,頻 度,年 令,主 訴,初 発症状,直 腸指診
所 見,腎 機能(PSP,Indigocarmin,IP),残尿
量,フ ォス ファターゼ,Millin,Freyer,の術
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